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図１－２－27 65歳以上の高齢者の有訴者率及び日常生活に影響のある者の率
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図１－２－30 健康について心掛けていることの内容（複数回答）
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図１－２－29 65歳以上の高齢者の健康についての意識
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ウ　傷病状況

65歳以上の受療率（高齢者人口10万人当たり

の推計患者数の割合）は、平成14（2002）年に

おいて、入院が3,706、外来が１万1,481となって

いる。これは、調査時点で、65歳以上の高齢者

の3.7％が入院しており、11.5％が外来を受診し

ていることを示している。他の年齢階級に比べ

て高い水準であるが、近年は安定的に推移して

いる（図１－２－32）。

高齢者の受療率が高い主な傷病をみると、入
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図１－２－31 過去１年間の健康診断等の受診状況
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図１－２－32 年齢階級別にみた受療率の推移
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院では、脳血管疾患（男性718、女性900）、悪性

新生物（がん）（男性520、女性263）となってい

る。外来では、高血圧性疾患（男性1,368、女性

1,953）、脊柱障害（男性1,174、女性1,269）とな

っている（表１－２－33）。

高齢者の死因となった疾病をみると、65歳以

上の高齢者人口10万人当たりに対する死亡者数

を示す死亡率は、平成16（2004）年において、

悪性新生物（がん）が982.1と最も高く、次いで

心疾患554.8、脳血管疾患457.5の順になってお

り、これら三つの疾病で高齢者の死因の約６割

を占めている（図１－２－34）。

【健康づくりの推進については、第２章第３

節２（１）「健康づくりの総合的推進」を参照。】
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表１－２－33 主な傷病別にみた受療率（人口10万対）
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図１－２－34 65歳以上の高齢者の主な死因別死亡率の推移




